
さ
か
い
与
謝
野
晶
子

青
春
の
短
歌
大
会

第4回

海
こ
ひ
し
潮
の
遠
鳴
り
数
へ
つ
つ
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家

主　　催 ：与謝野晶子倶楽部、堺歌人クラブ

共　　催 ：さかい利晶の杜

後　　援 ：大阪府、堺市、大阪府教育委員会、堺市教育委員会

特別協力 ：与謝野町、大阪府立泉陽高等学校、産経新聞社

与謝野晶子のプロフィール

与謝野晶子 ［明治 11(1878) 年 12 月 7日 - 昭和 17(1942) 年 5月 29 日］

　堺市甲斐町の菓子商駿河屋二代目鳳宗七とつねの三女として生まれました。本

名は鳳（ほう）晶（しょう）。幼少期から帳場の手伝いのかたわら源氏物語に親しみ、

大阪府立泉陽高等学校の前身にあたる堺女学校を卒業後は、詩歌の世界にめざめ

ました。新しい詩歌の旗手であった与謝野鉄幹（寛）と出逢い、「明星」を代表する歌

人として活躍し、第一歌集『みだれ髪』は石川啄木ら当時の文学青年たちに多大の

影響を与えました。その後も「君死にたまふことなかれ」や多くの秀歌を発表し、

「日本女詩人の第一人」として時代の頂点を極める存在になりました。

　晶子は『春泥集』『夏より秋へ』などの詩歌集だけにとどまらず、小説集、童話集、

評論集、歌論書のほかに『新新訳源氏物語』『新訳紫式部日記・新訳和泉式部日記』

などの古典の現代語訳を刊行し、さらにヨーロッパから帰国後は、女性の自立と地

位の向上をめざした評論活動、教育活動にも大きな功績を残しました。明治、大正、

昭和という激動の時代にあって、すぐれた「先見性」と「国際性」をもって「表現者」

として真摯に生きた晶子のメッセージには、21世紀を生きる私たちにも勇気と感

動を与えるものがあります。

与謝野寛・晶子紀行文集『巴里より』　1914（大正3）年刊　徳永柳洲装幀
堺市博物館蔵
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　心
を
形
に
あ
ら
わ
す
歓
喜

　
こ
の
「
さ
か
い
与
謝
野
晶
子
　
青
春
の
短
歌
大
会
」
は
、
第
四
回
を
迎

え
ま
す
が
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
き
び
し
い
生
活
環
境
が
お
だ

や
か
な
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
一
万
首
を
こ
え
る
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
多
感
な
青
春
時
代
を
す
ご
す
高
校
生
の
心
は
、
と
き
に
燃
え

や
す
く
、
と
き
に
傷
つ
き
や
す
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
自
分
自
身
で
さ
え

と
ら
え
が
た
い
心
の
微
妙
な
動
き
を
短
歌
と
い
う
形
に
表
現
す
る
よ
ろ
こ

び
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
こ
の
選
歌
集
か
ら
共
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
今
回
も
選
者
の
今
野
寿
美
様
、
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
小
西
美
根
子
様
、

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
常
任
委
員
の
勺
禰
子
様
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。与

謝
野
晶
子
倶
楽
部
会
長
　
太
田
　
登

　選
ば
れ
て
も
、
選
ば
れ
な
く
て
も

　
第
４
回
を
迎
え
た
「
さ
か
い
与
謝
野
晶
子
　
青
春
の
短
歌
大
会
」、
今

回
も
一
万
五
百
五
十
九
首
と
い
う
本
当
に
多
く
の
短
歌
を
全
国
か
ら
届

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
用
紙
の
一
マ
ス
一
マ
ス
を
埋
め
る
手
書

き
の
文
字
か
ら
、
一
万
五
百
五
十
九
首
分
の
青
春
の
景
色
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
日
々
を
生
き
る
み
な
さ
ん
の
歌
に
触
れ
、

時
に
ま
ぶ
し
く
、
時
に
切
な
く
、
頼
も
し
く
思
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　
入
賞
・
入
選
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
今
回
応
募
し
た
の
は
、
学
校
の
課
題
だ
っ
た
か
ら
、
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
感
受
性
豊
か
な
十
代
で
短
歌
に
出
会
っ

た
と
い
う
こ
と
を
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
幸
せ
に
思
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
。
晶
子
は
二
十
代
初
め
で
一
世
を
風
靡
し
た
歌
集
『
み
だ
れ
髪
』

を
出
し
、
六
十
三
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
、
三
万
首
以
上
の
短
歌
を
詠

み
続
け
ま
し
た
。
入
賞
や
入
選
の
た
め
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
自
分
の

た
め
に
詠
み
続
け
た
の
で
す
。
今
回
入
選
を
逃
し
た
み
な
さ
ん
の
歌
の

中
に
も
、
魅
力
的
な
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
選
ば
れ
て
も
、
選
ば

れ
な
く
て
も
、
あ
な
た
が
生
み
出
し
た
大
切
な
短
歌
で
す
。
大
き
な
視

野
で
も
の
を
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
、
悩
み
な
が
ら
仕
上
げ
た
自
分

だ
け
の
短
歌
を
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
詠
み
、
表
現
者
で
あ
り
続
け

て
く
だ
さ
い
。

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
　
勺 

禰
子
（
し
ゃ
く
・
ね
こ
）



２

蕪村・礼厳・鉄幹・晶子…

　まちの文化が香りたつ、短歌と俳句の資料館 与謝野町立江山文庫
■ 開 館 時 間

午前９時～午後５時（入館は４時半まで）
■ 休　館　日

　　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　　年末年始（12／29～１／３）

■ 入　館　料
　　小･中学生１００円　一般２００円
　　団体(８名以上)は５０円引き
歌会などに使える研修室もございます。

【企画展のお問合せ、団体見学のお申込はこちらへ】
〒629-2421 京都府与謝郡与謝野町字金屋１６８２
TEL ０７７２－４３－２１８０ 　FAX 同じ

URL　http://www.kozan-bunko.sakura.ne.jp/

大正期の晶子（文化学院蔵）

第
４
回
さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会

 
 

次
　
第

令
和
六
年
一
月
二
十
七
日
（
土
）
於
　
さ
か
い
利
晶
の
杜

 

表
彰
式 

十
三
時
三
十
分
～
十
四
時 

一
階
茶
室

 

選
評
会 

十
四
時
二
十
分
～
十
五
時 

一
階
茶
室

 

講
演
会 

十
五
時
十
分
～
十
六
時
十
分 

一
階
茶
室

 
 

テ
ー
マ
：
『
み
だ
れ
髪
』
に
読
む
〈
み
だ
れ
髪
〉

 
 

講
　
師
：
今
野
寿
美

第 4 回　さかい与謝野晶子 青春の短歌大会開催に際して
　この度「第 4 回さかい与謝野晶子 青春の短歌大会」が無事開催の運びとなり、開催に際
しご尽力賜りました関係者の皆様に、心から御礼申し上げます。また、今回 10,559 首もの
作品が日本全国から晶子のふるさと・堺の地に寄せられましたこと、大変嬉しく感じており
ます。短歌を通して、青春の 1 ページを見事に表現された皆様の豊かな才能と感性に大きく
期待するとともに、今後の更なるご活躍を心からお祈り申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。

さかい利晶の杜　館長　福森　浩幸
与謝野晶子の表現世界とその生き方に触れる

さかい利晶の杜 与謝野晶子記念館
『みだれ髪』にはじまる多くの詩歌集を出版し、また『源氏物語』の現代語訳や、社
会問題、教育問題にかかわる評論活動まで行い、明治・大正・昭和という激動の時代
にあって、常に新しい世界に挑戦し、表現し続けた晶子の姿を紹介する文学館です。

〒590-0958　大阪府堺市堺区宿院町西 2丁 1番 1号    TEL　072-260-4386
https://www.sakai-rishonomori.com
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今こ
ん

野の

　寿す

み美
氏

泉陽高校にある「君死に
たまふことなかれ」の詩碑

全
国
を
展
望
す
る
恒
久
的
な
与
謝
野
晶
子
顕
彰
事
業
と
し
て
、

第
１
回
「
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
」
は
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
を

実
行
委
員
長
と
し
平
成
7
年
に
堺
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
15
年
の
9
回
か
ら
は
、
産
経
新
聞
社
主
催
で
開
催

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

産
経
新
聞
社
主
催
で
の
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
が
第
24
回
を
も
っ
て
休
止
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
と
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
が
堺
市
と
連
携
し
、
令
和
の
新

時
代
に
与
謝
野
晶
子
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
青
春
の
短
歌
に
焦
点
を
あ
て
、

新
た
に
「
第
1
回
　
さ
か
い
与
謝
野
晶
子
　
青
春
の
短
歌
大
会
」
を
開
催
し
、
本
年

度
第
４
回
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
産
経
新
聞
社
と
与
謝
野
晶
子
の
出

身
校
で
あ
る
大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
に
は
継
続
し
て
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
晶

子
の
夫
寛
（
鉄
幹
）
の
実
父
与
謝
野
礼
厳
の
生
誕
2
0
0
年
を
迎
え
る
令
和
5
年
度

よ
り
、
そ
の
礼
厳
の
生
誕
の
地
で
あ
る
与
謝
野
町
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

目
　
　次

短
歌
賞
ヒ
ス
ト
リ
ー

選
者
紹
介

選
考
経
過

主
催
者
挨
拶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

第
４
回
さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式
・
選
評
会
・
講
演
会
次
第
・
・
・
・
・
・
・
2

さ
か
い
利
晶
の
杜
（
共
催
者
）、
与
謝
野
町
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

目
次
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

短
歌
賞
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

選
者
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

選
考
経
過
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

入
賞
作
品
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
4
〜
6

最
優
秀
校
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6

入
選
作
品
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7
〜
10

1
9
5
2
年
東
京
都
生
ま
れ
。
歌
誌
「
り
と
む
」

編
集
人
。
宮
中
歌
会
始
選
者
。
昭
和
54
年
に「
午
後
の
章
」

で
第
25
回
角
川
短
歌
賞
受
賞
。
平
成
元
年
に
『
世
紀
末

の
桃
』
で
第
13
回
現
代
短
歌
女
流
賞
、
22
年
に
『
か

へ
り
水
』
に
よ
り
第
37
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
ほ
か
。

歌
集
に
『
若
夏
記
』『
龍
笛
』『
さ
く
ら
の
ゆ
ゑ
』
な
ど
。

『
24
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
与
謝
野
晶
子
』『
み
だ
れ
髪 

訳
注
』『
歌
こ
と
ば
1
0
0
』『
森
鷗
外

－

短
歌
と
い
う

詩
型
に
生
涯
愛
情
を
持
ち
続
け
た
文
豪
』
な
ど
、
与
謝
野

晶
子
、「
明
星
」
を
め
ぐ
る
著
書
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
の
「
第
４
回 

さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会
」
で
は
、
高
校
生

を
対
象
に
短
歌
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
募
集
は
、
6
月
1
日
か
ら
９
月
８
日
の
期
間

で
実
施
し
、
全
国
の
高
校
53
校
、
6
，2
6
7
名
か
ら
1
０
，5
5
9
首
の
ご
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
福
岡
県
ま
で
全
国
の
高
校
生
か
ら
た
く
さ

ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
単
位
の
団
体
応
募
は
44
校
で
、
最
多
の
投
稿

を
い
た
だ
い
た
高
校
は
、
1
，1
9
9
首
で
し
た
。

選
考
に
つ
い
て
は
、
1
次
選
考
を
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
上
で
、
今
野
寿
美
氏

に
最
終
選
考
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
上
位
10
首
並
び
に
選
者
賞
を
入
賞
と
し
選
評
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
68
首
の
入
選
歌
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数

の
入
賞
や
入
選
を
果
た
し
た
学
校
か
ら
最
優
秀
校
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
総
評
】

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
よ
う
や
く
本
来
の
高
校
生
活
の
活
気
と
楽
し
さ
、
厳
し
さ
を

取
り
戻
し
た
校
内
風
景
。
高
校
生
の
目
を
通
し
て
生
き
生
き
と
伝
え
ら
れ
た
そ
の

一
つ
一
つ
に
微
笑
ま
れ
た
り
感
心
し
た
り
。
遠
い
日
を
甦
ら
せ
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
味
わ
い
ま
し
た
。



４

選評

選評選評選評

大
賞

桐
壺
と
モ
ル
計
算
の
問
題
が
飛
び
交
う

文
理
混
合
ク
ラ
ス

頭
の
上
を
赤
信
号
で
も
進
む
雲
私
の

知
ら
な
い
世
界
を
知
っ
て
る

「
ジ
ュ
ケ
ン
セ
イ
」
ガ
ラ
ス
の
ハ
ー
ト
に
ヒ
ビ

入
る
そ
の
呼
び
か
た
は
私
に
似
合
わ
ず

た
だ
一
人
太
平
洋
で
発
生
し
い
つ
も
暴
れ
る

台
風
だ
っ
た

松
商
学
園
高
等
学
校
　野
口
　彩
花

静
岡
県
立
浜
松
湖
南
高
等
学
校
　戸
塚
　椎
菜

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　木
元
　宏
大

文
系
・
理
系
の
話
題
は
全
く
別
。
飛
び
交
う
な
か
か

ら
こ
の
二
つ
を
代
表
さ
せ
て
挙
げ
た
手
際
が
抜
群
で
す
。

表
現
セ
ン
ス
の
よ
さ
に
感
服
し
ま
し
た
。

い
く
ぶ
ん
羨
望
を
抱
い
て
仰
い
だ
雲
。
広
く
知
り
、
見
た
い
と

望
む
十
代
の
意
欲
と
好
奇
心
を
率
直
に
言
う
姿
勢
が
快
く
、
表
現

も
さ
わ
や
か
で
す
。

た
だ
で
さ
え
デ
リ
ケ
ー
ト
な
年
代
な
の
に
辛
い
現
実
で
す
ね
。

で
も
、
繊
細
な
感
覚
を
生
か
し
た
比
喩
が
冴
え
て
い
ま
す
。
励
ま

し
た
く
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ジ
ラ
の
誕
生
か
と
思
い
な
が
ら
台
風
と
知
っ
て
納
得
し
か
け

る
と
、
そ
の
主
体
が
作
者
。
少
年
期
の
腕
白
ぶ
り
か
、
ユ
ニ
ー
ク

な
仕
掛
け
が
嬉
し
い
一
首
。

　私
の
高
校
三
年
生
の
ク
ラ
ス
は
文
理
混
合
ク
ラ
ス
な
の

で
、
全
員
で
受
け
る
授
業
は
一
日
二
回
程
度
の
英
語
や
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
だ
け
。
テ
ス
ト
前
の
そ
の
授
業
の
自
習
で
は
、
古

典
と
化
学
な
ど
の
別
々
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
青

春
で
あ
る
ク
ラ
ス
の
短
歌
が
大
賞
に
選
ば
れ
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

大
谷
高
等
学
校
　中
島

　優
画

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
賞

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

さ
か
い
利
晶
の
杜
賞
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選評 堺

市

長

賞

誰
々
の
次
男
と
彫
っ
た
石
碑
に
は
名
す
ら
残
ら
ぬ
一
つ
の
命

愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校
　川
原
　大
悟

修
学
旅
行
先
の
沖
縄
で
平
和
の
礎
の
名
を
た
ど
り
、
悲
惨
な
戦
史
に

泡
と
消
さ
れ
た
命
を
一
心
に
思
う
歌
。
悼
む
心
の
真
摯
な
語
り
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。

選評

人
生
何
事
も
英
断
あ
っ
て
こ
そ
、
と
い
う
主
張
が
潔
く
、
さ
わ
や
か
で
す
。

海
と
い
う
場
が
青
春
に
似
つ
か
わ
し
く
、
上
の
句
か
ら
の
流
れ
も
個
性
的
。

与
謝
野
町
長
賞

本
当
は
海
を
見
ず
と
も
知
っ
て
い
る
必
要
な
の
は
飛
び
込
む
こ
と
だ
と

羽
衣
学
園
高
等
学
校
　中
井
　莉
乃

選評 大
阪
府
知
事
賞

誰
も
い
な
い
放
課
後
一
人
教
室
で
そ
っ
と
座
ろ
う
あ
な
た
の
座せ
き

に

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校
　岡
崎
　光
夏

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
へ
の
淡
い
恋
心
。
つ
つ
ま
し
い
決
断
と
さ
さ
や
か
な
意
思

表
示
。
で
も
、
そ
こ
に
リ
ア
リ
テ
ィ
と
十
代
の
身
の
丈
の
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

選評

途
方
も
な
く
広
大
な
風
景
を
前
に
、
た
め
ら
い
な
く
自
分
の
了
見
の
狭
さ
を

言
え
る
な
ん
て
、
そ
れ
の
み
で
見
上
げ
た
も
の
。
対
比
し
て
の
叙
述
も
万
全
。

産
経
新
聞
社
賞

ど
こ
ま
で
も
続
く
と
思
う
水
平
線
僕
の
世
界
は
ま
だ
狭
い
の
だ

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　吉
村
　は
る
ね

選評 堺
市
教
育
長
賞

描
い
た
絵
よ
り
も
私
が
好
き
な
の
は
ど
ん
ど
ん
染
ま
る
白
い
パ
レ
ッ
ト

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　平
間
　柚
季

色
彩
の
無
秩
序
の
ひ
し
め
き
そ
の
も
の
が
面
白
い
と
い
う
こ
と
。
パ
レ
ッ
ト

は
そ
れ
自
体
、
一
枚
の
絵
画
に
匹
敵
す
る
の
で
す
ね
。
共
感
し
ま
し
た
。

選評

は
か
な
く
崩
れ
そ
う
で
い
て
平
穏
そ
の
も
の
の
今
の
日
常
を
全
肯
定
的
に
受

け
と
め
よ
う
と
い
う
一
首
で
す
。
現
実
を
愛
お
し
む
そ
の
心
が
い
じ
ら
し
い
。

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
賞

瞳め

に
映
る
全
て
の
物
が
澄
ん
で
い
て
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
何
気
な
い
日
々

大
阪
府
立
泉
北
高
等
学
校

　岡
上
　晴
香
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選評選評選評

大阪府立いちりつ高等学校　「花咲く丘」

選
者
賞

最
優
秀
校
賞

放
課
後
の
補
習
を「
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
」と
言
う
世
界
史
教
師
は
ひ
そ
か
に
モ
テ
て

フィ
ク
シ
ョン
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
に
は
な
れ
な
い
が
リ
ア
ル
を
生
き
る
ぼ
く
は
ぼ
く
だ
け

夏
の
海
夕
日
が
つ
く
る
長
い
道
だ
れ
か
遠
く
へ
連
れ
去
っ
て
く
れ

伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
　野
口
　遥
菜

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
　長
濵
　快
樹

関
西
大
倉
高
等
学
校
　竹
本
　梨
夏

専
門
を
生
か
し
て
洒
落
の
め
す
教
師
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富
む
指
導
と
、

そ
れ
を
喜
ぶ
生
徒
の
素
直
な
真
面
目
さ
が
実
に
快
い
。
気
詰
ま
り
な
補

習
は
イ
コ
ー
ル
捕
囚
と
も
い
え
る
し
。
き
っ
と
先
生
は
若
く
、
実
際
も

て
そ
う
。
補
習
だ
っ
て
苦
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
明
る
い
校
内

風
景
を
思
い
ま
し
た
。

文
豪
の
名
作
よ
り
も
現
代
作
家
の
冒
険
小
説
や
青
春
も
の
が
人
気
の
よ
う

で
す
が
、
読
書
好
き
の
高
校
生
も
少
な
く
な
い
で
す
ね
。
軽
快
な
口
調
で

ヒ
ー
ロ
ー
に
及
ば
な
い
自
分
に
つ
い
て
言
っ
て
も
、
下
の
句
で
は
立
派
に
切

り
返
し
て
自
分
の
固
有
性
を
主
張
。
な
か
な
か
に
頼
も
し
く
爽
や
か
な
青
春

歌
で
す
。

夏
の
日
暮
れ
の
海
に
は
夕
日
が
長
い
道
を
描
き
出
し
ま
す
。
遥
か
な
そ
の

先
を
思
い
、
現
状
打
開
を
願
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
行
き
な
ず
ん
で
い
た
の
か

切
実
な
思
い
か
ら
、
と
っ
さ
に
捨
て
鉢
な
言
い
方
が
飛
び
出
し
た
と
こ
ろ
も

自
然
で
、
む
し
ろ
一
首
の
印
象
を
深
く
し
て
い
ま
す
。
青
春
期
な
ら
で
は
の

歌
で
す
。

大
阪
府
立

い
ち
り
つ
高
等
学
校

（
大
阪
府
）

【
堺
市
教
育
長
賞
】

描
い
た
絵
よ
り
も
私
が
好
き
な
の
は
ど
ん
ど
ん
染
ま
る
白
い
パ
レ
ッ
ト 

平
間
　柚
季

【
産
経
新
聞
社
賞
】

ど
こ
ま
で
も
続
く
と
思
う
水
平
線
僕
の
世
界
は
ま
だ
狭
い
の
だ 

吉
村
　は
る
ね

【
入
選
】

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
自
己
肯
定
感
低
い
け
ど
そ
ん
な
自
分
を
好
き
に
な
り
た
い 

山
内
　葵

夏
ま
つ
り
男
同
士
で
盛
り
上
が
る
本
音
は
み
ん
な
彼
女
と
来
た
い 

竹
縄
　優
和

烏う

と兎
匆そ
う
そ
う匆
ど
う
い
う
意
味
か
調
べ
よ
う
と
ス
マ
ホ
を
触
っ
て
気
づ
け
ば
夜
に 

笠
原
　大

マ
ス
ク
な
し
思
っ
て
た
ん
と
ち
ょ
っ
と
違
う
勝
手
に
期
待
し
て
勝
手
に
落
ち
込
む 

澄
川
　佳
奈
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ス
テ
ー
ジ
の
光
へ
進
む
君
が
持
つ
金
の
楽
器
が
た
だ
眩
し
く
て

静
岡
県
立
浜
松
湖
南
高
等
学
校

　新
村
　咲
弥

あ
と
少
し
一
緒
に
い
た
い
気
持
ち
だ
け
ホ
ー
ム
に
残
し
乗
る
在
来
線

会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園
高
等
学
校

　阿
久
津
　美
優

青
春
は
甘
酸
っ
ぱ
い
と
言
う
け
れ
ど
苦
い
辛
い
も
青
春
の
味

神
戸
市
立
神
港
橘
高
等
学
校

　高
見
　美
優

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
自
己
肯
定
感
低
い
け
ど
そ
ん
な
自
分
を
好
き
に
な
り
た
い

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校

　山
内
　葵

夏
ま
つ
り
男
同
士
で
盛
り
上
が
る
本
音
は
み
ん
な
彼
女
と
来
た
い

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校

　竹
縄
　優
和

烏う

と兎
匆そ
う
そ
う匆
ど
う
い
う
意
味
か
調
べ
よ
う
と
ス
マ
ホ
を
触
っ
て
気
づ
け
ば
夜
に

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校

　笠
原
　大

マ
ス
ク
な
し
思
っ
て
た
ん
と
ち
ょ
っ
と
違
う
勝
手
に
期
待
し
て
勝
手
に
落
ち
込
む

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校

　澄
川
　佳
奈

我
一
人
真
顔
で
く
ぐ
っ
た
校
門
を
今
で
は
友
と
笑
顔
で
く
ぐ
る

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校

　押
谷
　心
優

下
校
中
空
を
見
上
げ
て
写
真
撮
る
同
じ
空
は
ま
だ
一
つ
も
な
い

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校

　渡
邊
　琴
音

考
査
前
教
科
書
開
く
が
分
か
ら
な
い
集あ
た
ま
の
な
か

合
Ａ
は
空
集
合
だ

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校

　竹
元
　颯
希

入
選
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終
わ
り
た
く
な
い
よ
と
夏
が
叫
ん
で
る
気
が
し
て
僕
は
夜
を
徹
す
る

大
阪
府
立
富
田
林
高
等
学
校

　直
木
　湊

す
き
だ
と
か
お
は
よ
う
だ
と
か
妄
想
で
頭
に
あ
る
の
は
画
面
の
吹
き
出
し

徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校

　林
　は
な

君
を
知
る
痛
み
は
僕
に
大
切
な
傷
を
刻
ん
で
残
す
だ
ろ
う

徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校

　笹
田
　小
羽
音

あ
の
頃
は
け
ん
か
し
て
て
も
会
っ
て
い
た
今
は
会
う
の
に
理
由
が
い
る

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校

　中
島
　唯

プ
レ
ゼ
ン
ト
年
取
る
度
に
変
わ
っ
て
く
嬉
し
い
も
の
は
物
よ
り
意
味

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校

　羽
田
　健
真

気
ま
ぐ
れ
な
楽
器
の
機
嫌
取
る
た
め
に
部
屋
の
温
度
に
敏
感
に
な
る

関
西
大
倉
高
等
学
校

　増
井
　美
郷

夕
方
の
雨
に
理
由
が
あ
る
ら
し
い
積
も
る
君
と
の
恋
の
テ
ト
リ
ス

星
野
高
等
学
校

　金
光
　舞

白
い
息
た
す
き
が
ゆ
れ
る
こ
の
行
事
辛
い
辛
い
と
心
が
叫
ぶ

山
口
県
立
柳
井
商
工
高
等
学
校

　遠
藤
　ゆ
か
り

あ
こ
が
れ
の
セ
ー
ラ
ー
服
着
て
ふ
み
だ
し
た
足
元
ひ
ら
り
桜
が
舞
っ
た

明
浄
学
院
高
等
学
校

　野
地
　彩
友
美

集
合
の
合
図
と
と
も
に
走
り
出
す
や
る
気
に
満
ち
た
仲
間
の
背
中

松
商
学
園
高
等
学
校

　柳
澤
　雅
楽

金
魚
す
く
い
が
得
意
だ
っ
た
君
に
ま
だ
飼
わ
れ
た
ま
ま
の
私
の
こ
こ
ろ

松
商
学
園
高
等
学
校

　藤
井
　優
采

記
憶
に
は
留
め
き
れ
な
い
あ
の
夏
を
ス
マ
ホ
の
中
で
思
い
出
し
て
る

松
商
学
園
高
等
学
校

　田
中
　悠
太

夏
休
み
目
覚
ま
し
な
し
で
起
き
た
と
き
幸
せ
感
じ
る
午
後
二
時
半

初
芝
富
田
林
高
等
学
校

　山
本
　有
花

新
し
い
暗
記
シ
ー
ト
の
静
電
気
い
ま
あ
た
ら
し
い
春
が
は
じ
ま
る

初
芝
富
田
林
高
等
学
校

　森
﨑
　奏

一
ペ
ー
ジ
ま
た
一
ペ
ー
ジ
と
め
く
ら
れ
る
気
付
か
ぬ
う
ち
に
読
み
終
え
た
物ほ
ん語

大
阪
府
立
泉
北
高
等
学
校

　速
水
　沙
夏

マ
イ
楽
器
夏
休
み
中
吹
き
続
け
や
っ
と
育
っ
た
最
高
の
友

大
阪
府
立
市
岡
高
等
学
校

　田
上
　睦
歩

今
は
ま
だ
体
感
で
き
な
い
青
春
は
四
十
を
超
え
て
感
じ
る
だ
ろ
う

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校

　大
蔵
　航

図
書
室
に
本
を
求
め
て
通
う
君
き
っ
か
け
求
め
通
う
自
分

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校

　淡
田
　風
花

笑
顔
と
か
輝
く
波
と
か
飛
沫
と
か
君
に
と
っ
て
は
海
さ
え
味
方

大
阪
府
立
交
野
高
等
学
校

　秋
丸
　野
々
香

夏
祭
り
プ
ー
ル
に
カ
ラ
オ
ケ
遊
園
地
全
て
が
僕
の
机
上
の
空
論

大
阪
府
立
交
野
高
等
学
校

　篠
﨑
　寛
太
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サ
ボ
ろ
う
か
ふ
と
思
う
自
分
に
腹
を
た
て
て
今
日
も
や
る
気
を
ふ
る
い
た
た
せ
る

大
阪
府
立
交
野
高
等
学
校

　上
田
　琥
白

楽
し
み
で
仕
様
が
「
な
か
っ
た
」
月
曜
日
成
長
す
る
と
は
こ
う
い
う
こ
と
か

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

　笹
川
　日
向

雪
の
中
遊
ぶ
準
備
は
で
き
て
い
る
雪
が
降
る
か
が
問
題
で
あ
る

羽
衣
学
園
高
等
学
校

　平
山
　華

青
春
の
真
っ
只
中
の
今
だ
か
ら
気
づ
け
る
こ
と
と
気
づ
け
な
い
こ
と

大
阪
緑
涼
高
等
学
校

　中
川
　芽
生
子

冷
房
を
つ
け
て
も
暑
い
と
会
話
し
て
扇
風
機
だ
け
が
首
横
に
振
る

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校

　村
田
　彩
香

憂
鬱
な
バ
ケ
ツ
の
中
で
の
食
事
中
ポ
イ
に
す
く
わ
れ
た
金
魚
の
私

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

　西
畑
　颯
真

君
の
心
君
の
笑
顔
に
救
わ
れ
た
金
魚
一
匹
す
く
え
な
い
僕

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

　西
口
　翔
太

教
室
の
窓
辺
に
座
る
あ
の
人
と
う
ま
く
い
く
の
は
夢
の
中
だ
け

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

　下
町
　駿
斗

出
か
け
よ
う
そ
ん
な
会
話
で
日
が
暮
れ
て
「
ど
こ
」
よ
り
「
だ
れ
」
が
大
切
と
知
る

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

　森
田
　多
聞

い
つ
だ
っ
て
そ
の
瞬
間
は
過
去
に
な
る
そ
う
し
て
今
は
今
だ
け
生
き
る

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

　田
中
　優

前
髪
で
前
が
見
え
な
い
夏
の
日
に
共
に
揺
れ
て
る
自
分
の
こ
こ
ろ

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校

　加
藤
　由

接
戦
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
少
年
の
額
の
汗
に
夏
が
砕
け
る

香
川
県
立
善
通
寺
第
一
高
等
学
校

　原
　悠
人

Ｃ
Ｍ
の
少
女
は
私
　
帰
り
道
ア
イ
ス
く
わ
え
て
自
転
車
を
こ
ぐ

秋
田
県
立
秋
田
中
央
高
等
学
校

　佐
藤
　由
珠

ベ
ル
マ
ー
ク
そ
の
ま
ま
捨
て
る
僕
は
も
う
小
雨
み
た
い
に
優
し
く
な
れ
な
い

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校

　猪
野
田
　涼
奈

記
録
的
接
近
の
の
ち
離
さ
れ
る
そ
う
い
う
星
の
下
に
生
ま
れ
た

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校

　池
野
　弘
葉

「
ち
は
や
ふ
る
」
途
端
に
多
く
の
手
が
伸
び
る
み
な
さ
ん
映
画
を
観
た
の
で
し
ょ
う
か

長
野
県
白
馬
高
等
学
校

　林
　璃
宮

通
り
雨
相
合
い
傘
の
帰
り
道
肩
の
隙
間
に
静
け
さ
通
る

大
阪
府
立
美
原
高
等
学
校

　冨
永
　一
花

ケ
ン
カ
し
て
お
は
よ
う
も
な
い
今
日
の
朝
お
弁
当
に
は
気
を
つ
け
て
の
紙

京
都
府
立
南
丹
高
等
学
校

　藤
川
　凛
月

さ
よ
な
ら
の
声
に
ま
た
ね
と
返
事
す
る
ま
た
会
お
う
と
言
う
勇
気
は
な
い
か
ら

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校

　桑
本
　奏

個
々
の
音
一
度
ば
ら
し
て
組
み
立
て
て
大
き
く
て
丸
い
一
つ
の
音
へ

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校

　山
下
　実
和
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矢
印
は
私
の
方
に
向
い
て
な
い
ゼ
ロ
ベ
ク
ト
ル
で
解
は
な
し
か
な

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校

　山
岡
　凛

立
ち
止
ま
り
カ
メ
ラ
を
向
け
た
そ
の
先
は
ひ
ま
わ
り
越
し
に
見
え
る
夕
焼
け

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校

　西
村
　心
優

僕
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
見
な
が
ら
生
き
て
い
る
今
を
見
な
が
ら
未
来
を
見
な
が
ら

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校

　金
丸
　眞
葊

宿
題
が
あ
と
一
つ
だ
け
終
わ
ら
な
い
君
を
花
火
に
誘
う
こ
と
だ
け

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校

　幕
田
　雪
丸

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
さ
わ
が
し
い
な
と
思
っ
た
ら
先
生
登
場
ぴ
た
っ
と
静
か

柳
井
学
園
高
等
学
校

　守
田
　薫
子

恩
師
か
ら
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
」
グ
ッ
と
き
た
一
人
で
頑
張
る
必
要
は
な
い
よ

柳
井
学
園
高
等
学
校

　石
田
　楓
華

包
丁
を
使
わ
ず
指
で
剥
け
ち
ゃ
う
の
毎
年
届
く
祖
母
か
ら
の
桃

学
習
院
女
子
高
等
科

　丸
山
　恵
生

ひ
ゅ
る
る
る
と
火
の
玉
の
鳴
く
こ
え
の
あ
と
夜
空
に
爆
ぜ
て
花
火
は
死
ん
だ

学
習
院
女
子
高
等
科

　伊
藤
　萌
絵

青
春
の
今
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
事
青
す
ぎ
る
か
ら
気
づ
け
な
い
事

愛
知
県
立
佐
屋
高
等
学
校

　藤
内
　桃
恵

君
宛
て
に
は
な
っ
た
言
葉
落
下
し
て
二
人
の
間
静
け
さ
残
る

大
阪
府
立
大
塚
高
等
学
校

　上
谷
　葵

嫌
わ
れ
る
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
す
る
な
恐
れ
る
べ
き
は
一
人
で
い
る
こ
と

堺
市
立
堺
高
等
学
校

　木
村
　瑛
心

午
前
二
時
彼か
な
た方
の
川
の
輝
き
に
負
け
じ
と
光
る
我
ら
夏
の
夜

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校

　竹
内
　大
晴

波
の
音
鳥
の
鳴
き
声
風
の
音
ま
ぶ
た
の
裏
で
感
じ
る
琵
琶
湖

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校

　小
久
保
　匠
吾

帰
り
道
夕
日
を
ま
と
う
影
二
つ
弾
む
会
話
で
明
日
が
色
づ
く

京
都
府
立
宮
津
天
橋
高
等
学
校
加
悦
谷
学
舎

　井
上
　涼

文
化
祭
手
間
ひ
ま
か
け
た
衣
装
た
ち
資
源
ゴ
ミ
化
は
一
時
間
弱

京
都
府
立
宮
津
天
橋
高
等
学
校
加
悦
谷
学
舎

　桝
山
　菜
津
子

生
物
の
資
料
集
に
の
め
り
込
み
気
づ
け
ば
オ
タ
ク
化
38
時
間

四
天
王
寺
高
等
学
校

　牧
野
　聖
華

奮
い
立
て
泰
山
木
の
花
の
ご
と
僕
の
未
来
は
き
っ
と
明
る
い

清
風
高
等
学
校

　阪
口
　慶
樹

も
ど
か
し
い
気
持
ち
を
詠
ん
で
み
た
い
け
ど
身
体
の
ど
こ
に
も
言
葉
は
な
く
て

東
海
高
等
学
校

　松
井
　宏
志
郎



さ
か
い
与
謝
野
晶
子

青
春
の
短
歌
大
会

第4回

海
こ
ひ
し
潮
の
遠
鳴
り
数
へ
つ
つ
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家

主　　催 ：与謝野晶子倶楽部、堺歌人クラブ

共　　催 ：さかい利晶の杜

後　　援 ：大阪府、堺市、大阪府教育委員会、堺市教育委員会

特別協力 ：与謝野町、大阪府立泉陽高等学校、産経新聞社

与謝野晶子のプロフィール

与謝野晶子 ［明治 11(1878) 年 12 月 7日 - 昭和 17(1942) 年 5月 29 日］

　堺市甲斐町の菓子商駿河屋二代目鳳宗七とつねの三女として生まれました。本

名は鳳（ほう）晶（しょう）。幼少期から帳場の手伝いのかたわら源氏物語に親しみ、

大阪府立泉陽高等学校の前身にあたる堺女学校を卒業後は、詩歌の世界にめざめ

ました。新しい詩歌の旗手であった与謝野鉄幹（寛）と出逢い、「明星」を代表する歌

人として活躍し、第一歌集『みだれ髪』は石川啄木ら当時の文学青年たちに多大の

影響を与えました。その後も「君死にたまふことなかれ」や多くの秀歌を発表し、

「日本女詩人の第一人」として時代の頂点を極める存在になりました。

　晶子は『春泥集』『夏より秋へ』などの詩歌集だけにとどまらず、小説集、童話集、

評論集、歌論書のほかに『新新訳源氏物語』『新訳紫式部日記・新訳和泉式部日記』

などの古典の現代語訳を刊行し、さらにヨーロッパから帰国後は、女性の自立と地

位の向上をめざした評論活動、教育活動にも大きな功績を残しました。明治、大正、

昭和という激動の時代にあって、すぐれた「先見性」と「国際性」をもって「表現者」

として真摯に生きた晶子のメッセージには、21世紀を生きる私たちにも勇気と感

動を与えるものがあります。

与謝野寛・晶子紀行文集『巴里より』　1914（大正3）年刊　徳永柳洲装幀
堺市博物館蔵
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